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第 3 章では， Ni4Mo 合金を FIM により観察する方法を確立し司この合金の FIM 像の基礎的知見に
ついて述べている。
第 4 章では， Ni4Mo 合金の短範囲規則状態について FIM によりしらべ司不規則状態のコンピュー
タ・シミュレーションを行って考察し， Ni4Mo 合金の短範囲規則状態は約10~30入の大きさの Mo に
富む小領域が存在している状態であることを明らかにしている。
第 5 章では， Ni4Mo 合金の規則化の様子を明らかにし，また，電界蒸発法により規則化初期の規則
相の形状はほぼ球状であること，不規則・規則界面は 1~2原子層程度であることを明らかにしてい
る。
第 6 章では， Ni4Mo 合金において規則領域構造を示す FIM像の解析方法を確立し，さらにこの方
法を用いて解析を行い，領域構造形成の初期では 6種類のドメインがランダムに存在することを明ら
かにし， 6種類のドメインがすべて核生成すると結論している。また後期では， Antiparallel Twin 
Boundary に相当するところで原子が不規則に配列した帯状領域が存在することを明らかにしている。
第 7 章では， Ni4Mo 合金を α相領域より焼入れて後の恒温焼鈍にともなう構造変化は，まず準安定




1 第 8 章では， Ni4Mo(γ) 相中に熱的に生成した逆位相境界には，長い一<102 >型と短い一 [100 J 
4 型とが存在し，長い逆位相境界は(断面上に存在する傾向があることを，また積層欠陥はt 〔001 〕
型のみ存在することを明らかにするとともに，モデル的考察より逆位層境界付近では， Mo-Mo 対を
つくらずNi が多くなっているこどを示している。






(1) Ni4Mo 合金を高温α相(FCC) から焼入れたときにみられる短範囲規則状態は， FCC 格子点上の
Mo t こ富む約1O~30A の大きさの小領域がほぼランダムに分布した状態であることを実験的に明ら
かにしている D
(2) FIM 像における規則領域構造の解析法を確立し，これを用いて~ Ni4Mo 合金の規則化過程並びに
規則領域構造を明らかにしている口
:3) Ni3Mo 合金について α相領域より焼入れ後の恒温焼鈍による構造変化は，準安定 Ni 2Mo 相の析
出，続いてN i 4Mo(β) 相の析出，さらにNi3Mo(γ) 相の核生成・成長， γ相単相という過程を経るこ
とを実験的に明らかにしている。
(4) Ni3Mo(γ) 相中に存在する逆位相境界と積層欠陥の結品学的特徴を明らかにしている。
以上の研究成果は 熱処理の基礎となる合金の相変態機構の解明にとって有益な基礎的知見を与え
るもので，金属材料学上寄与するところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認
める。
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